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1. 序論 

本研究の目的は，ユーザと親密な関係を構築

できるコミュニケーションロボットの実現であ

る．その中で我々は，発話文の省略・代名詞化

によってユーザの感じる親密感の制御を目指す．

人間同士では当事者間の共通認識に対して省略

や代名詞化が起こり[1][2]，特に代名詞の使用

は話者に親密感を与えると指摘されている[2]．  

筆者らの既存研究[3]では大規模言語モデル

BERT[4]のマスク予測を用いて省略•代名詞化を

段階的に行う手法を提案した．そして，提案手

法をロボット同士の音声対話に適用した場合に

観察者が感じる対話の印象を調査した．  

従来研究では，提案手法によるロボットの印

象を調査するには実験刺激に関して十分検討が

なされていなかった．特に対話例と動画の形式

に改善の余地があった．そこで本論文では，実

際の人間同士の対話に人手で単語が付加された

冗長な対話例を使用した上で，実験参加者とロ

ボットの対話というシチュエーションにおいて

ロボットの発話における省略・代名詞化がどの

ような印象を与えるか再検討した． 

対話の親密さを評価する指標として，本研究

では主にロボットがリラックスしているように

感じるかを測定した．これは人間同士の対話に

おいて親密な相手とは互いにリラックスして会

話できるからである．ロボットが省略・代名詞

化を行わない丁寧で冗長な発話をすると緊張し

ているように感じられ，提案手法により省略・

代名詞化した発話を行うロボットは逆にリラッ

クスしているように感じられると予想する． 

 

2. 対話文の省略・代名詞化手法 

本研究で提案する対話文の省略・代名詞化手

法[3]について説明する．本手法の目的はロボッ

トと人間の関係に応じた省略・代名詞化である． 

提案手法では入力された対話文中の名詞に対 

 

 

 

 

 

して BERT でマスク予測を行い，予測の確信度が

高い部分に省略及び代名詞化を行った対話文を

出力する．マスク予測とは，文中に記された

[MASK]部分に当てはまる単語を予測することで

ある．マスク部分の確信度が高いということは

マスク部分にその単語が入る確率が高いと文脈

的に推測できるということである． 

また，省略・代名詞化の度合いを，省略限界𝛼

によって調節する．マスク予測の確信度が𝛼より

高い場合に省略及び代名詞化を行う．省略限界

をロボットと人間の関係性に応じて定めること

で，適切な度合いで省略・代名詞化ができると

考える． 

 

3. 実験 

提案手法で省略・代名詞化した発話を行うロ

ボットに対する印象を調査した．実験刺激に関

して既存研究[3]から改善を加えた． 

3.1. 使用した対話例 

本研究では対話コーパスに人手で単語を付加

した冗長な対話例を使用する．元対話例として

名大会話コーパス[5]に収録された 2 つの対話を

選んだ．それぞれの元対話例に対して 3人の作業

者が冗長な対話例を作成し，合計 6つの冗長な対

話例が作成された．作業者は元対話例の各発話

について「その一文だけ読んでも話している内

容が理解できるように」語句を書き足すよう指

示された． 

3.2. 実験方法 

 それぞれの対話例に対して，省略限界を 3通り

に変えて 3つずつの対話文を提案手法で生成した．

それぞれの条件を省略なし（𝛼 = 99），省略少

（𝛼 = 13），省略多（𝛼 = 0）と呼ぶ．各対話例

の文節数と省略・代名詞化された箇所の数を表 1

に示す． 

 各条件の対話文をロボットと人間が話してい

る動画を作成した．実験参加者が対話に参加し

ている人間の立場になって動画を視聴できるよ

うに，ロボットがカメラに向かって話し，人間

の発話が字幕で表示される動画とした．ロボッ

トの音声は Cevio Creative Studio*1を利用して

合成した． 

 実験は web上のアンケートを通して行った．参
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加者は対話例と実験条件によって分けられた 9つ

のアンケートにそれぞれ 100人ずつ割り当てられ

た．アンケートでは実験説明の後，元対話例 Aか

ら作成された動画 1つと，元対話例 Bから作成さ

れた動画 1つの，合計 2つの動画を視聴した．各

動画視聴後に「このロボットはリラックスして

いる」という項目と，そのほかに対話の雰囲気

を問う 13項目の合計 14の質問項目について 7段

階のリッカート尺度で回答した．最後に，会話

で気になった点を自由に記述した． 

 

4. 実験結果 

「このロボットはリラックスしている」とい

う質問項目への回答結果を表 2に示す．それぞれ

の対話例に対して，省略限界を比較条件として

Tukey-Kramer 法に基づいた多重比較(𝑝 < 0.05)を

行った結果，対話例 2に対して「省略多」と「省

略なし」の間で，対話例 4に対して「省略少」と

「省略多」の間でそれぞれ有意差が認められた．

その他の条件間では有意差が認められなかった． 

 

5. 考察 

省略・代名詞化を行うほどロボットがリラッ

クスしているように感じると予想したが，結果

としては対話例の間で一貫した傾向は見られな

かった．この原因としては，提案システムのア

ルゴリズムと実験設計の問題が考えられる． 

以下では実験設計における 1)冗長な対話例 2)

主観的な動画の効果についてそれぞれ考察する． 

5.1. 冗長な対話例 

元対話例が同じであっても冗長な対話例によ

って異なる傾向が見られることから，対話例の

作成方法は印象評価に影響を与えることが考え

られる．特に文節数が多い対話例 2および対話例

5 において，省略するほど評価が下がる傾向があ

る．評価が低下した理由として，対話例が冗長

なので実験参加者がストレスを感じ，その結果

不整合な省略に対してより大きく緊張している

イメージを持った可能性が考えられる．以上の

ことから，冗長な対話例を使用することは有効

であるが，冗長さの度合いは検討する必要があ

ると考えられる． 

5.2. 主観的な動画 

本実験では実験参加者自身がロボットと会話し

ていると想像した時の主観的な印象を評価して

もらうためにロボットと字幕で対話する動画を

使用した．しかし，実際には実験参加者がロボ

ットとの会話に没入できていなかった可能性が

考えられる． 

 

 

表 1 各対話例の長さと省略・代名詞化箇所 

 
表 2 ロボットのリラックス度合いに関する評価 

 
 

アンケートの自由記述欄では字幕の内容の違和

感や字幕の発言の幼さを指摘する意見が多く見

られた．このことから，実験参加者が字幕の発

言者と自分を切り離した第三者の目線で動画を

視聴したのではないかと考えられる． 

 

6. 結論 

本論文では，省略や代名詞化を復元した冗長な

対話例とロボットとの主観的な会話動画を用い

て省略・代名詞化したロボットの発話の印象を

再評価し，これらの要素が実験に与える影響を

検討した．実験の結果，ロボットがリラックス

しているかの項目において，対話例間で省略度

合いによる一貫した有意差はなかった． 
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